
広報しょうばら 2008.5�

元元気気なな庄庄原原市市へへ
大大ききくくジジャャンンププ
－特集 平成20年度当初予算－
｢｢""げげんんきき""とと""ややすすららぎぎ""ののささととややまま文文化化都都市市｣｣ にに向向けけてて､､

平平成成2200年年度度のの予予算算がが動動きき出出ししままししたた｡｡
今今月月はは､､ ４４月月採採用用のの新新入入職職員員がが新新年年度度予予算算ををレレポポーートトししまますす｡｡

▼
新
年
度
は
積
極
予
算

当
初
予
算
と
は
、
４
月
か
ら
翌
年
の

３
月
ま
で
の
間
に
、
市
に
お
金
が
い
く

ら
入
っ
て
く
る
か
、
そ
し
て
そ
の
お
金

を
ど
ん
な
こ
と
に
使
う
の
か
な
ど
、
一

年
間
の
計
画
を
立
て
た
も
の
で
す
。

予
算
を
見
れ
ば
、
収
入
の
内
容
や
、

ま
ち
づ
く
り
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る

の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
、
市
域
全
体
の
一
体

的
発
展
を
目
指
す
た
め
、

｢

福
祉
施
策
の
充
実｣

｢

教
育
環
境
の
整
備｣

｢

行
政
拠
点
・
情
報
基
盤
整
備｣

を
重
点
事
業
と
位
置
づ
け
、
厳
し
い
な

が
ら
も
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
る

よ
う
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
規
模

３
１
４
億
６
、２
７
０
万
円

対
前
年
度
比

29
億
３
、２
７
０
万
円
増

(

10
・
３
％
増)

元気づくりへ

3つの柱

長
期
総
合
計
画
の
実
施
計
画
に

沿
っ
た
事
業
実
施

12

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

3

財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み

(

農
業
自
立
振
興
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
、観
光
振
興
・
定
住
促
進)
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写真：川北小学校一年生



■
一
般
会
計
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用
語
説
明
【
歳
入
】

歳出総額
314億6,270万円

①総務費
75億9,149万円
(24.1％)

②公債費
68億8,167万円
(21.9％)

③民生費
58億5,741万円
(18.6％)

④土木費
28億2,149万円(9.0％)

⑤農林水産業費
23億5,313万円(7.5％)

⑥教育費
19億6,246万円(6.2％)

⑨商工費 5億1,647万円(1.6％)
⑧消防費 11億7,445万円(3.7％)
⑦衛生費 18億8,276万円(6.0％)

⑩議会費 2億4,306万円(0.8％)
⑪その他 1億7,831万円(0.6％)

歳入総額
314億6,270万円

依存財源(79.5％)

⑦⑦地地方方交交付付税税
114455億億11,,991188万万円円((4466..22％％))

⑧市債
43億6,581万円
(13.9％)

⑨国庫支出金
26億5,618万円
(8.4％)

⑩県支出金
21億7,744万円
(6.9％)

①市税
40億883万円(12.7％)

④分担金及び負担金
3億5,182万円(1.1％)

⑤使用料及び
手数料
3億13万円(1.0％)

⑥その他
2億2,233万円
(0.7％)

⑫その他 7億8,607万円(2.5％)

⑪地方譲与税 5億1,315万円(1.6％)

③諸収入 4億7,040万円(1.5％)
②繰入金 10億9,137万円(3.5％)

自主財源(20.5％)

特集
平成20年度当初予算

①
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税

金
②
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
る

お
金

③
預
金
利
子
や
広
告
料
収
入
な

ど
④
事
業
を
す
る
た
め
に
、
事
業

の
受
益
を
受
け
る
方
か
ら
、

一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

お
金

⑤
施
設
の
使
用
料
や
諸
証
明
の

発
行
な
ど
の
手
数
料

⑥
財
産
の
貸
付
収
入
な
ど

⑦
全
て
の
市
町
村
で
等
し
く
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
国
が
交
付
す
る
お
金

⑧
市
が
資
金
調
達
の
た
め
に
借

り
入
れ
る
お
金

⑨
特
定
の
事
業
に
対
し
て
交
付

さ
れ
る
国
か
ら
の
補
助
金
な

ど
⑩
特
定
の
事
業
に
対
し
て
交
付

さ
れ
る
県
か
ら
の
補
助
金
な

ど
⑪
国
税
の
一
部
ま
た
は
全
部
が

市
に
交
付
さ
れ
る
お
金

⑫
地
方
消
費
税
交
付
金
、
自
動

車
取
得
税
交
付
金
な
ど

用
語
説
明
【
歳
出
】

①
市
の
一
般
的
な
事
務
管
理
経

費
。
ま
た
、
新
産
業
創
出
事

業

(
エ
タ
ノ
ー
ル
工
場
建
設

補
助
金)
や
、
庁
舎
建
設
、

地
域
情
報
化
推
進
の
経
費
も

含
ま
れ
ま
す
。

②
市
の
借
金
を
返
す
お
金
。

③
高
齢
者
・
障
害
者
や
乳
幼
児

な
ど
へ
の
社
会
福
祉
経
費
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
・
介
護
保
険
な
ど
へ

の
負
担
、
保
育
所
経
費
な
ど

も
含
ま
れ
ま
す
。

④
道
路
や
公
園
、
住
宅
の
整
備
、

維
持
管
理
経
費
。

⑤
農
林
水
産
業
の
振
興
、
農
業

基
盤
整
備
な
ど
の
経
費
。
園

芸
作
物
振
興
事
業
や
ひ
ろ
し

ま
の
森
づ
く
り
事
業
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

⑥
小
・
中
学
校
の
教
育
振
興
、

施
設
整
備
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
振
興
の
経
費
。

⑦
保
健
医
療
対
策
、
公
害
対
策

や
、
ご
み
収
集
・
処
理
な
ど

の
経
費
。

⑧
消
防
、
防
災
対
策
の
経
費
。

⑨
商
工
業
の
振
興
、
観
光
事
業

の
経
費
。
商
工
振
興
資
金
融

資
、
ま
ち
な
み
整
備
、
観
光

交
流
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⑩
市
議
会
議
員
の
報
酬
や
、
議

会
運
営
の
経
費
。

⑪
労
働
費
、
災
害
復
旧
費
が
あ

り
ま
す
。

※金額は万円未満を四捨五入して
いるので､合計は一致しません｡

難しい用語を
教えて｡

うち道路特定財源は
９億2,875万円です｡
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市
の
全
体

の
予
算
は
？

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
な
ど
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額

は
４
９
０
億
９
、４
６
４
万
円
で

す
。一

般
会
計
と
は
、
福
祉
や
教
育
、

公
共
工
事
な
ど
の
一
般
的
な
事
業

に
使
わ
れ
る
予
算
で
、
市
の
事
業

の
大
部
分
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
額
は

３
１
４
億
６
、２
７
０
万
円
で
す
。

特
別
会
計
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

目
的
に
応
じ
、
一
般
会
計
と
は
別

に
独
立
し
て
運
営
す
る
も
の
で
す
。

特
別
会
計
の
予
算
総
額
は

１
３
９
億
９
、７
８
３
万
円
で
す
。

こ
の
他
、
水
道
事
業
会
計

(

企

業
会
計)

と
病
院
事
業
会
計

(

企

業
会
計)

、
比
和
財
産
区
特
別
会

計
が
あ
り
ま
す
。

※金額は万円未満を四捨五入しているので､内訳の合計などは必ずしも一致しません｡

庄原市全会計予算総括表
会 計 名 本年度予算 前年度予算 比 較 対前年度

増減率(％)

一 般 会 計 314億6,270万円 285億3,000万円 29億3,270万円 10.3

特 別 会 計 139億9,783万円 196億5,329万円 ▲56億5,547万円 ▲ 28.8

住宅資金特別会計 2,191万円 2,255万円 ▲64万円 ▲ 2.8

歯科診療所特別会計 2,408万円 2,442万円 ▲33万円 ▲ 1.4

国民健康保険特別会計 45億9,340万円 45億2,504万円 6,836万円 1.5

国民健康保険特別会計(直診勘定) 9,174万円 9,173万円 1万円 0.0

老人保健特別会計 8億3,766万円 69億8,924万円 ▲61億5,157万円 ▲ 88.0

後期高齢者医療特別会計 5億9,313万円 5億9,313万円 皆増

介護保険特別会計 46億7,822万円 42億2,567万円 4億5,255万円 10.7

介護保険サービス事業特別会計 4,392万円 1億235万円 ▲5,844万円 ▲ 57.1

公共下水道事業特別会計 15億6,768万円 14億7,435万円 9,333万円 6.3

農業集落排水事業特別会計 5億3,759万円 11億785万円 ▲5億7,026万円 ▲ 51.5

浄化槽整備事業特別会計 2億1,428万円 3億3,103万円 ▲1億1,675万円 ▲ 35.3

簡易水道事業特別会計 6億6,244万円 3億4,279万円 3億1,965万円 93.2

工業団地造成事業特別会計 1億2,154万円 4億402万円 ▲2億8,248万円 ▲ 69.9

宅地造成事業特別会計 1,024万円 1,227万円 ▲203万円 ▲ 16.5

水 道 事 業 会 計

収 益 的 支 出 7億1,961万円 7億668万円 1,293万円 1.8

資 本 的 支 出 13億7,906万円 7億6,174万円 6億1,733万円 81.0

小 計 20億9,868万円 14億6,842万円 6億3,026万円 42.9

病 院 事 業 会 計

収 益 的 支 出 14億6,848万円 16億1,946万円 ▲1億5,098万円 ▲ 9.3

資 本 的 支 出 6,480万円 1億1,250万円 ▲4,771万円 ▲ 42.4

小 計 15億3,327万円 17億3,196万円 ▲1億9,869万円 ▲ 11.5

比 和 財 産 区 特 別 会 計 217万円 211万円 6万円 2.9

合 計 490億9,464万円 513億8,578万円 ▲22億9,114万円 ▲ 4.5

平成20年度
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農業自立振興プロジェクト事業

がんばる農業支援事業
補助金

1,000万円 〈新規〉

小規模農家の農業所得向上を図るため､ 農作物の販売
など営農意欲を持つ方を対象とし､ 生産機械・施設整備
などの経費に補助｡

������ ��������
エゴマ商品化プラント
整備補助金

210万円 〈新規〉

エゴマの生産拡大を図り､ 商品化を推進するため､ 実
践業務を委託している㈱庄原市農林振興公社が行う､ エ
ゴマの焙煎機や搾油機などのプラント整備に助成｡

和牛振興対策事業 148万円 〈拡充〉

これまで､ 対象が和牛のみであった受精卵導入補助を､
乳牛への和牛受精卵の導入に対しても助成｡

和牛共同飼育建設補助事業 760万円 〈拡充〉

共同飼育施設整備に対する補助制度で､ 補助対象を牛
舎建設に加え､ 堆肥舎建設にも拡大｡

野菜等販路拡大検討業務委託 877万円 〈拡充〉

㈱庄原市農林振興公社に委託し､ 農業自立支援プログ
ラム実践や野菜等の販路拡大などを検討｡

木質バイオマス活用プロジェクト事業

バイオエタノール
工場建設補助金

13億8,850万円 〈新規〉

平成19年度に整備したバイオエタノール実証実験施設
の製造実証実験を踏まえ､ 市営工業団地に民間企業が建
設するバイオエタノール等の製造プラント建設費に補助｡
財源は､ 国の地域バイオマス利活用整備交付金を100%
(13億8,850万円) 充てます｡

ペレットストーブ購入
補助金

1,000万円 〈新規〉

市民が購入するペレットストーブの購入費に補助金を
交付し､ ペレットストーブの普及促進､ 木質ペレットの
需要拡大と事業化を推進｡

公共施設へのペレット
ストーブの導入

1,209万円 〈継続〉

平成19年度に引き続き､ 公共施設へペレットストーブ
30台を導入｡ 補助金の半分は国が負担します｡

観光振興・定住促進プロジェクト事業

バスツアー100
プロジェクト事業

100万円 〈新規〉

"2010庄原さとやま体験博 (仮称)"の開催に向けて､
四季を通じて庄原市を楽しむバスツアー (100ルート)
の実施｡

｢まち｣ は ｢公園｣
リーディング事業

100万円 〈新規〉

国営備北丘陵公園のあるまちとして､ まちなかにも
"緑"と"花"があふれるまちづくりに取り組むため､ ガー
デニング講習会やコンテストなどの開催｡

光のまち庄原実行委員会
補助金

520万円 〈新規〉

国営備北丘陵公園でのイルミネーション開催と連携し､
まちなかイルミネーションの充実により､ 市街地へ観光
客を誘導｡

庄原ブランド特産品
づくり

150万円 〈新規〉

庄原産の資源を活用し､ 特産品や名物料理を開発する
団体などへ調査・研究費を助成｡

観光情報の発信 179万円 〈新規・拡充〉

今春､ 国営備北丘陵公園の北入口オープンにあわせて､
北入口サービス拠点施設へ観光マップパネルを設置｡

ふるさと応援団
｢エール庄原｣ の結成

137万円 〈新規〉

Ｕ・Ｉターン者の増加､ 交流人口の拡大を目指し､ 会
員制のふるさと応援団 ｢エール庄原｣ を結成｡ 庄原市の
出身者と庄原市を結び､ 交流会の開催､ 情報提供・情報
発信､ ふるさと大使の委嘱など｡

まちなかの空家・
空き店舗の活用事業

3,000万円 〈新規〉

空家・空き店舗を市が取得・改修し､ 起業希望者への
貸し付けにより中心市街地活性化を推進｡

特集
平成20年度当初予算

重点プロジェクトを
推進します｡

▲

重点事業

広報しょうばら 2008.5 �

新規事業や予算を増やした重点事業をお知らせします｡

行政拠点・情報基盤整備

庁舎建設事業 22億5,993万円 〈継続〉

平成18年度から事業に着手している新庁舎の建設は､
平成21年２月末の完成を目指し､ 本年度は建設工事､ 電
気設備､ 給排水衛生設備､ 空調設備工事､ 空調熱源設備
工事など､ 本格的な整備がスタート｡

ブロードバンド基盤
整備負担金

2億200万円 〈新規〉

ADSLサービスが提供されていない地域のNTT局舎
を改修し､ ADSLサービスの提供ができるよう民間事業
者へ改修経費を助成｡ 県の補助金を50％充てます｡

テレビ難視聴解消補助
事業

3,052万円 〈新規〉

地上デジタル放送への移行に伴い､ 全世帯での視聴が
可能となるよう､ 市内にある共聴施設組合所有の共聴施
設を改修する経費に対して助成｡

子育て支援の充実 813万円 〈拡充〉

東城子どもの館へ ｢おもちゃ図書館｣ を整備し､ 障害
児を育てる保護者へ集いの場を提供｡ 家庭児童相談員の
配置｡ 総領子育て支援センターのコーディネーター増員
など｡

母子家庭の自立支援 144万円 〈新規〉

母子家庭の自立促進を図るため､ 教育訓練講座の受講
費の助成など｡

社会福祉

保育所の整備 5,523万円 〈充実〉

未満児保育に対応するため､ 三日市保育所の増築工事｡
高保育所の合併処理浄化槽設置｡ その他､ 調理室の整備
や保育室へのエアコン設置など｡

放課後児童健全育成 3,573万円 〈拡充〉

放課後児童クラブの利用者増に対応するため､ 指導員
を増員｡

妊婦一般健康診査 1,058万円 〈拡充〉

国の示した健康診査回数5回に､ 市独自の５回分を加
え､ 10回分の受診票を交付｡

障害者福祉

福祉タクシー券交付事業 1,960万円 〈拡充〉

障害者が通院などの外出に際し､ タクシーを利用する
場合､ １枚300円のタクシー券を年間最大60枚利用可能｡

重度心身障害者在宅介護
手当

226万円 〈拡充〉

重度心身障害者を在宅で介護する場合に､ 介護手当を
支給｡ 制度の見直しにより､ 対象者を拡大｡

高齢者福祉

ひとり暮らし高齢者等
巡回相談事業

1,066万円 〈拡充〉

巡回相談員や関係機関 (団体) などとの連携を強化し､
ひとり暮らしの高齢者が安心して暮らせるよう取り組み
を充実｡

安心・安全な学校
づくり

1億1,104万円 〈拡充〉

教育環境の整備

耐震改修工事は､ 西城中学校の校舎､ 屋内運動場､ 東
城､ 総領中学校の屋内運動場｡ 次年度の耐震改修工事に
向けて､ 比和中学校の特別教室棟､ 美古登､ 粟田､ 八幡
小学校の屋内運動場の実施設計｡ 比和小学校の屋内運動
場建築工事の実施設計｡

小・中学校の環境整備 5,371万円 〈拡充〉

板橋小学校２階に特別支援教室を整備｡ 小学校､ 中学
校の施設､ 設備､ 学校プールなど､ 傷みが激しい施設な
どについて､ 集中的・重点的整備｡

������

福祉施策を
充実します｡
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⑤⑤

⑧⑧

⑥⑥

�������市市役役所所のの新新ししいい力力
新年度の予算の内容が分かりましたか？
本年度も､ 市役所は市民の皆さんが生き生きと安心して暮せるよう
行政サービスに努めていきます｡ よろしくお願いします｡

①
中
原

な
か
は
ら

さ
ほ
り

市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

長
所
は
、
お
お
ら
か
な
性
格
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
一
番
身
近
な
部
署
に

配
属
さ
れ
、
温
か
い
気
持
ち
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
な
接
遇
を
目
指
し
ま
す
。

②
奥
田

お
く
だ

早さ
き

口
和
支
所
市
民
生
活
室
保
健
福
祉
係

特
技
は
ピ
ア
ノ
と
編
み
物
、
長
所
は

よ
く
通
る
声
と
笑
顔
で
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
に
笑
顔
を
提
供
す
る
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
毎
日
笑
顔
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

③
栗
村

く
り
む
ら

司
つ
か
さ

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

笑
顔
で
気
持
ち
の
良
い
対
応
を
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
分
か
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
笑
顔
だ
け
は

忘
れ
ず
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
香
川

か
が
わ

瑠
菜

る

な

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

長
所
は
、
こ
つ
こ
つ
仕
事
を
す
る
こ

と
で
す
。
長
所
を
生
か
し
て
、
一
つ
一

つ
の
仕
事
を
丁
寧
に
、
人
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

⑤
松
本
健
治

ま
つ
も
と
け
ん
じ

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

特
技
は
大
食
い
、
長
所
は
明
る
く
前

向
き
な
と
こ
ろ
で
す
。
庄
原
市
に
以
前

の
活
気
を
取
り
戻
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
粉
骨

砕
身
の
覚
悟
で
励
み
ま
す
。

⑥
延
藤
祐
一

の
ぶ
と
う
ゆ
う
い
ち

西
城
支
所
地
域
振
興
室
自
治
振
興
係

特
技
は
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
、

長
所
は
我
慢
強
い
と
こ
ろ
で
す
。
庄
原

を

｢

豊
か
さ｣

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

⑦
近
藤
徹
弥

こ
ん
ど
う
て
つ
や

保
健
医
療
課
保
健
予
防
係

特
技
は
バ
ン
ド
演
奏
で
す
。
保
健
師

と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
。

⑧
藤
原
章
良

ふ
じ
わ
ら
あ
き
よ
し

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

長
所
は
、
人
当
た
り
の
良
さ
で
す
。

早
く
仕
事
を
覚
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

よ
り
良
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
力
に
な
り
た
い
で
す
。

⑨
河
野
康
裕

こ
う
の
や
す
ひ
ろ

税
務
課
収
納
係

特
技
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
長
所
は
粘

り
強
く
や
る
こ
と
で
す
。
市
民
の
た
め

に
働
く
と
い
う
当
た
り
前
の
意
識
を
忘

れ
ず
、
誰
に
で
も
丁
寧
に
対
応
す
る
こ

と
を
心
が
け
ま
す
。

⑩
信
田
修
壮

の
ぶ
た
し
ゅ
う
そ
う

建
設
課
第
二
土
木
係

特
技
は
魚
釣
り
と
料
理
、
長
所
は
最

後
ま
で
や
り
通
す
姿
勢
で
す
。
３
年
間

の
社
会
人
経
験
を
生
か
し
、
微
力
で
す

が
庄
原
市
に
貢
献
で
き
る
よ
う
一
生
懸

命
が
ん
ば
り
ま
す
。

①①

②②
③③

④④

⑩⑩

⑦⑦

⑨⑨

特集
平成20年度当初予算
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市
は
、
豊
富
な
森
林
資
源
を

有
効
活
用
す
る
た
め
、
木
材
関

連
事
業
の
一
連
の
流
れ
を

｢

庄

原
森
の
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
団
地

構
想｣

と
し
て
ま
と
め
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
市
が
庄
原
工
業
団

地
内
に
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
実

証
実
験
棟
を
建
設
。
㈱
ジ
ュ
オ

ン
が
、
石
油
な
ど
の
代
替
燃
料

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
エ

タ
ノ
ー
ル
を
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
か
ら
量
産
化
す
る
実
証
実
験

を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
実
証
実
験
を
踏
ま
え
、

本
年
度
、
㈱
ジ
ュ
オ
ン
が
庄
原

工
業
団
地
内
に
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
と
リ
グ
ニ
ン
な
ど
を
製
造
す

る
施
設
を
整
備
し
ま
す
。
市
は
、

こ
の
施
設
建
設
費
に
対
し
、
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
工
場
建
設
補

助
金
13
億
８
、８
５
０
万
円
を

予
算
化
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
す
べ
て
国
か
ら
の
交
付
金

と
し
て
市
へ
入
っ
て
き
ま
す
。

整
備
期
間
は
、
平
成
20
年
度

か
ら
22
年
度
。
施
設
で
製
造
さ

れ
た
エ
タ
ノ
ー
ル
は
、
工
場
内

の
発
電
機
や
ボ
イ
ラ
ー
に
使
用

し
、
リ
グ
ニ
ン
は
高
分
子
ポ
リ

マ
ー
と
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

メ
ー
カ
ー
に
販
売
さ
れ
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
こ
の
施
設
で
は
、

間
伐
材
や
間
伐
実
施
後
の
林
地

残
材
な
ど
、
こ
れ
ま
で
利
用
し

て
い
な
か
っ
た
森
林
資
源
を
年

間
３
万
ト
ン
活
用
す
る
見
込
み

で
す
。

こ
の
事
業
に
よ
り
、
里
山
の

再
生
、
雇
用
の
場
の
確
保
な
ど

の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

森
林
資
源
の
有
効
活
用
に
期
待

－

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
プ
ラ
ン
ト
整
備
事
業－

政策推進課

石原
いしはら

敏彦
としひこ

課長

平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神

淡
路
大
震
災
で
、
建
築
物
が
倒

壊
し
、
多
数
の
死
傷
者
が
で
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
を
契
機
と
し

て
、
昭
和
56
年
以
前
の
旧
基
準

に
よ
り
建
築
さ
れ
た
建
物
に
つ

い
て
、
現
行
基
準
と
同
等
の
耐

震
性
能
を
持
た
せ
る
こ
と
の
必

要
性
を
強
く
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
学
校
施
設
は
、
多
く
の

児
童
・
生
徒
な
ど
が
一
日
の
大

半
を
過
ご
す
学
習
・
生
活
の
場

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
な
環

境
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
地
域
住
民
に
と
っ

て
、
最
も
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
拠
点
で
あ
り
、
非
常
災
害
時

に
は
応
急
避
難
場
所
と
し
て
の

防
災
機
能
も
担
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
教
育
委
員
会
で
は
、
学

校
施
設
改
善
推
進
計
画
を
策
定

し
、
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
な

ど
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
東
城
中
学
校
と

東
小
学
校
の
校
舎
の
耐
震
改
修

工
事
を
行
い
、
東
小
学
校
で
は
、

ト
イ
レ
の
水
洗
化
工
事
も
行
い

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
本
年
度

か
ら
２
年
間
、
小
・
中
学
校
９

施
設
で
、
耐
震
改
修
工
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

建
築
後
30
年
以
上
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
著
し
い
施
設
で
は
、

耐
震
改
修
工
事
が
高
額
に
な
る

た
め
、
建
て
替
え
を
前
提
と
し

な
が
ら
、
平
成
22
年
度
か
ら
の

後
期
実
施
計
画
で
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
安
全
・
安
心
の
学
校

づ
く
り
の
視
点
か
ら
、
財
源
確

保
に
努
め
、
早
期
の
耐
震
化
率

１
０
０
％
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

安
心
・
安
全
な
学
校
づ
く
り

－

学
校
施
設
の
耐
震
改
修
工
事－

教育総務課

三吉
みよし

和宏
かずひろ

課長

気になる事業を､ 担当課長に聞きました｡
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